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土塁とモミジ・イチョウ（11月17日）

水戸城大手門 水戸城隅櫓

１

10月10日、役員会を開催し、恩光碑保存会の2022（令和４）年の

行事予定や史跡の維持管理でお世話になっている各地の方々と
の連携等について協議しました。

コロナ禍の今後については予断を許さないところでありますが、
感染防止対策を講じたうえで、年間の事業実施に向け、計画を進
めていくことになりました。



２

１ 恩光碑保存会の2022年の行事について 会長 大森 信明

① 総会：2022.3.27（日）10:00~12:30
祇園寺を予定します。
2022年および2023年以後の行事についてご説明しますので、ご参集願い
ます。
市川眞一先生による講和も予定しておりますので、お楽しみに。

② 会津・新潟慰霊：2022. 7.1~2 （金~土）
新型コロナにより2年続けて中止となりましたが、改めて実施を検討し、
日程は2022年7月1~2日（金~土）で予定しました。
灰爪の丘の史跡は、尾崎様を始めとする灰爪の丘を守る会が維持、管理
して来てくださいましたが、活動はメンバーご高齢により今年（2021年）限り
とのことです。

2022年は尾崎様が対応してくださるそうですので、交流し、感謝の気持ち
を伝えたいと思います。是非とも今回の訪問の機会をお見逃しないよう

お願いします。

③ 弘道館戦争慰霊祭：2022.10～11月頃
初めて開催を検討させていただきます。
弘道館戦争は、諸生、天狗双方共100人近くの

戦死者を出した戦いでした。
しかし弘道館戦争から150年以上経ちますが、
慰霊祭は行われておりません。
諸生、天狗共に弘道館で学んだ仲間であり、藩
を思い、日本を思うという点では同じだったのに、
何故水戸藩士同士で戦うことになってしまった
のか。藩士たちも、時間が経って冷静になって見
て、争いをしたことを残念に思っているかもしれま
せん。
私は、諸生、天狗分け隔てなく、すべての英霊を
慰めるべく慰霊祭を行いたいと思いました。水戸

城の整備事業も一段落し、よい機会と思います。
実現のため、幕末維新水戸有志を偲ぶ会、水

戸市、茨城県、弘道館に協力を呼び掛けてまいり
ます。

戦いの痕が残る

弘道館正門
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３

④ その他
2023年以後になるかもしれませんが、鯉淵勢に関する勉強会、大田原の

史跡訪問、水戸近郊の史跡巡り（結城寅寿墓所、朝比奈知泉墓所、市川三
左衛門の慰霊碑、横山大観生誕の地、長岡原刑場、赤沼獄舎、神応寺・慷
慨淋漓の碑の見学、市毛善八郎の碑、諸生党決起の地・厳入寺、等）などを
検討しています。
また新型コロナの影響で先延ばしになっている、千葉匝瑳市での慰霊と、
祇園寺・恩光碑での慰霊祭も早々に行いたいと思います。2023年の同年開
催も検討したいと思います。

２ 灰爪の丘の史跡について

灰爪の丘は、土地の所有者の荒木様親子が他界された後は、尾崎忠道
様が管理をしてくださっています。尾崎様は、2018年にはお仲間と「灰爪の
丘の史跡を守る会」を立ち上げ、維持管理に尽力してくださいました。
しかし残念ながら、尾崎様をはじめ会のメンバーは全員ご高齢であり、活
動は2021年限りになるとのことです。多大な貢献をしていただきました 尾
崎様、並びに灰爪の史跡を守る会の皆様に、心より感謝を申し上げたいと
思います。
なお、尾崎様のご努力により、今後は灰爪自治会が史跡の維持管理を引
き受けてくださることになりました。2022年に訪問の際には、関係する方々
にご挨拶したいと思います。
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灰爪の丘 供養塔と碑文



昭和５２（１９７７）年、西山町灰爪の畑から、戊辰戦争にお
ける水戸藩諸生党の戦死者と思われる遺骨が発見された。しかし、
水戸市民たちの間では諸生党は逆賊とされており、「供養など必
要ない」といった空気が強く残っていた。
徳川御三家のひとつで、名君・徳川光圀（水戸黄門）を輩出し
た水戸藩では、幕末になると諸生党（佐幕派）と天狗党（尊王
派）が、血で血を洗う抗争を繰り広げていた。明治４５（１９１
２）年刊行の『水戸藩党争始末』は、その凄惨さを「屍骸は積て
山を為し、流血は漲て川を為す」、「水戸武士たる者、殺戮し盡
して殆と子遺なきに至る」と記している。
最初は諸生党が実権を握った。天狗党とその協力者に対する弾
圧は苛烈を極め、一族もろとも容赦なく処刑していった。しかし、
やがて戊辰戦争が始まると諸生党は賊軍とされ、朝廷から討伐命
令が出された。ここで形勢は一気に逆転する。天狗党からの凄ま
じい報復を受けた諸生党は、たちまち勢力を失って水戸を追われ
た。そして、奥羽越列藩同盟（旧幕府支持勢力）の傘下に入り、
会津藩から越後方面の防衛を依頼されて柏崎へ進む。
灰爪の坂（西山町灰爪）は、標高約５５ｍの丘を越える坂道で
ある。丘の上には後谷ダムがある。現在は県道４８号長岡西山線
が開通しており、海岸線の石地からここを経由し、薬師峠を越え
て宮本（長岡市）へと至る。坂の下には県道５７４号寺泊西山線
とＪＲ越後線が並走し、出雲崎、寺泊へと抜けている。近くに石
地駅もあり、二方向からの街道が交差する交通の要害である。
かつてこの地で、壮絶な戦いがあった。

４

３ 坂さんぽ「灰爪の坂」（柏崎市立博物館学芸員・中野純様より）

中野様が柏崎市立図書館の広報誌に執筆された、坂さんぽ「灰爪の
坂」を当会HPにリンクしていたところ、中野様がお気付きになられ、次
回柏崎市訪問の際は、情報交換をしたいと連絡をいただきました。
諸生党が奥羽越列藩同盟に加わり共に新政府軍と戦ったことは殆ど
しられておりません。それを詳しくお調べになり、広報誌で紹介してくだ
さったことは、私共にとってありがたい限りです。
坂さんぽ「灰爪の坂」は当会HPから閲覧できますが、ご欄になれない
方もおられると思いますので、以下に抜粋引用します。
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５

慶応４（１８６８）年、この年の梅雨は雨量が多く、５月７日
（新暦６月２６日）に長岡で信濃川が氾濫した記録も残っている。
灰爪の坂も大雨でぬかるみ、泥だらけの状態であった。新政府軍の
先鋒は高田藩が命じられており、高田（上越市）から長岡へ至る街
道を押さえることが、この先の戦局を大きく左右した。すでに列藩
同盟軍は赤田の戦いに敗れ、妙法寺峠（当時、曽地峠はまだない）
を越える山沿いの街道を奪われている。鯨波の戦い、椎谷の戦いで
も連敗しており、この灰爪を失えば海沿いの街道までも奪われるこ
とになる。
最新式のライフル銃を装備した新政府軍に対し、旧式のマスケッ
ト銃や火縄銃を主要装備とする列藩同盟軍は圧倒的に不利であった。
射程距離、命中精度、破壊力、そして連射速度に格段の差があり、
緒戦は有利に展開できても、次第に圧倒的な火力に押しまくられて
しまうのである。こうした戦況の中、諸生党筧隊１５０余名は大砲
を丘の上まで引き上げて、新政府軍の進攻に備えていた。
５月１４日（新暦７月３日）早朝、灰爪の坂で戦闘が始まった。
この日も大雨が降っていた。新政府軍は薬師峠へ攻め込み、峠を
守っていた会津藩を駆逐した。そのまま海岸部へ向かって進軍し、
灰爪めがけて大砲２発を撃ち込んだ。灰爪にいた諸生党 筧隊は、
薬師峠から敗走してきた会津藩と軍議し、ひとまず市野坪（出雲崎
町）まで引くことにした。
朝五ツ（午前８時）には雨が止んで曇り空となった。市野坪には
諸生党朝比奈隊が駐屯していた。ここで兵力を増強し、再び灰爪へ
と引き返す。
そこはすでに新政府軍が占拠していた。諸生党はこれを奪還する
ため、刀や槍を武器に灰爪の坂を勇猛果敢に突撃した。泥まみれの
激しい肉弾戦の末、ついに丘の上までたどり着く。会津藩組頭の井
上哲作は、この激闘の様子を「水戸藩大いに奮発、その山上へ白刃
抜打、たおされ、たおされ、終にかけあがり、敵追払い」（『井上
哲作戦争日記』）と書いている。
だがしかし、それはつかの間の勝利であった。やがて新政府軍の
援軍が到着し、灰爪の丘の周りを取り囲んでいく。砲撃が開始され
ると弾雨にさらされ、なすすべもなかった。総崩れとなった諸生党
は、寺泊、弥彦方面まで撤退した。
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６

灰爪での諸生党戦死者は５３名（重傷後死亡者を含む）に及ぶ。
北越での諸生党の戦いの中で、最大の犠牲者を出した激戦であった。
諸生党撤退により、信濃川左岸には新政府軍の行く手を阻む者がい
なくなった。一方、右岸では朝日山（小千谷市）で一進一退の攻防
が続いていた。新政府軍は膠着した戦局を打破すべく、濁流の信濃
川を左岸から強行渡河して奇襲攻撃をかける。５月１９日（新暦７
月８日）、長岡城が落城した。
灰爪の畑から発見された４体の遺骨は、新潟大学医学部解剖学第
一教室で鑑定された。それぞれ、顔面に鋭利な刃物による損傷が２
か所ある３０歳前後で身長１６５ｃｍ前後の男性、右頭部に鋭利な
刃物による斬創が２か所ある３０歳代後半で身長１４９ｃｍ前後の
女性、傷のない２０歳代前半で身長１５１ｃｍ前後の女性、刃物に
よる切創がある男性と思われる右上腕骨と判明した。
遺骨が発見された場所には、地元住民らの尽力によって、平成元
（１９８９）年に供養塔が建立された。戊辰戦争から１５０年目に
あたる今年の５月１７日、副市長をはじめとする水戸市の関係者が
訪れ、供養塔の前で鎮魂の祈りを捧げた。供養塔は遠く水戸の地を
向いて建っている。
諸生党を率いた市川三左衛門の辞世の句は、「君がため捨つる命
は惜しまねど忠が不忠になるぞ悲しき」とされる。時代に翻弄され
ながらも崇高に生きた武士たちの魂は、故郷へ帰れたのだろうか。
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４ 佐藤信近の脇差の記事ご紹介

柏崎市尾崎様が、弥彦村の民家に伝わる「佐藤信近の脇差」が見つかった、
との新聞記事を送ってくださいました。ご参考に。
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５ 水戸殉難者恩光碑保存会・役員会にご協力を

昨年の岡見さんの事務局長退任以後、役員退任希望者が続いており、
役員会の立て直しに取り組んでおります。会員の皆様のご協力をお願い
いたします。

★編集後記
私たちがワクチンも接種し、３密も避け、自粛生活を心がけてきた結果、

11月中旬の茨城県では新規の感染者数が一けた台で推移しています。
一方で、またも感染拡大の局面に入った国もあり、「コロナ後」ではなく
「コロナとともに」生活していくのかと考えているところです。
大森会長を中心に、今後の本会の行事が計画されておりますが、不安の
ない万全の状態で催行したいものです。
皆様もぜひ、体調管理に留意され、たくさんの方々が行事にご参加くださ

いますようお願いいたします。 (樹）
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